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●不可解な記事　
前回は、インドの高齢化問題に
焦点をあてた朝日新聞の特集記事を取り上げ、政府による各種の補助
金
政
策
や
農
村
部
で
の
雇
用
事
業
に、
「
ば
ら
ま
き
施
策
」
と
か「
人
気
取り政策」というレッテルをあまりにも安易に貼り付けていることをその問題点として指摘した。具体的には、⑴個々の政策の中身やその効果を十分検討しないまま、すべてを無駄遣いであるかのように決め付けている、⑵経済合理性が乏しいにもかかわらず、特定税金に対して減免などの特例措置が採られているため、税収が大きく損なわれている可能性があ ことに一切触れていな 、という二つの点について議論した。　
実は、この特集記事に私が大き
な違和感を覚えたのは、前の段落で述べたような疑問 頭に浮かんだことに加えて、記事の内容が朝日新聞にはあまり似つかわしくないと感じたからである。朝日新聞といえば、社会的弱者が置かれている厳しい現実に目を向け、そういった人たちを公的 支援するような政策の実現を強く後押しする論調をとる新聞であるという見方が
ご
く
一
般
的
で
あ
る。
少
な
く
と
も、その他の主要な全国紙と比べ
れば、このような傾向があることは確かだろう。ところが、インドで
行
わ
れ
て
い
る
貧
困
対
策
に
つ
い
て、
「
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
」
と
い
う一言 片付けてしまっているこの
記
事
の
書
き
振
り
は、
（
好
き
嫌
い
は別として）多くの人が朝日新聞に対して抱い いるイメージからはあまりにも大きくかけ離 いるよう みえるのである。この点は、例えば、現在大きな議論の的になっている日本の生活保護の在り
方
に
つ
い
て、
「
財
政
を
圧
迫
し
て
いる」という一言で切って捨てるような記事を朝日新聞が紙面 載せるとは到底考えられないことからも明らかだろう。　
さらに、新聞記事というのは、
書かれてから実際に掲載されるまでに何人かの担当者（例えば、取材・編集を総括する「デスク」と呼
ば
れ
る
人
な
ど
）
か
ら
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
の
が
普
通
で
あ
り、件の特集記事もそういった社内プロセスを通ってきたはずである。その点を考えると、この「朝日新聞らしくない記事」がより一層不可解にみえてくるのである。●現地メディアからの影響か　
とはいっても、実際に読んでみ
ればわかるように、この特集記事
は決していい加減に書かれたもののようにはみえない。それどころか、インド各地での現地取材や関係者へ 聞き取りを踏まえたうえで書かれていることは内容からも明らかである。また、学術論文ではないので、どのような資料に依拠しているのかは明記されていないものの、現地の新聞・雑誌や種の報告書などから得た情報を手掛かりにしながら、取材や執筆が行われたであろうことは想像に難くない。　
それにもかかわらず、なぜ冒頭
で指摘したような問題が起こってしまったのだろうか。あくまでも推測にすぎないが、おそらく取材や執筆を進めていく過程で、現地メディアの報道内容から強い影響を受けたというのが最大の原因なのではないだろうか。つまり、インドの新聞・雑誌など 内容を参考にしすぎるあまり、知らず知らずのうちに現地メディアが持つある種の偏った見方に感化された結果、この特集記事 内容にもそれがくっきりと反映されてしまったのではないか、と考えられるのである。　
では、インドのメディアにみら
れるある種の偏った見方 は、具体的にどういうことを意味してい
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るのだろうか。次に、この点について考えてみることにしよう。●公
共
的
議
論
と
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
　「
世
界
最
大
の
民
主
主
義
」
を
支
え
なければならないはずのインドのメディアが大きな問題に直面しているという点については、すでにこ
の
連
載
で
も
論
じ
た。
具
体
的
に
は、
「
押
し
売
り
ニ
ュ
ー
ス
」（
paid 
n
ew
s ）
や
政
府
に
よ
る
広
告
な
ど
を
通して、メディア 政治の間に持ちつ持たれつの関係があることをみてきた（本連載の第三〜五回および参考文献①の第七章を参照）
。
　
しかし、それにも増して重大な
問題をインドのメディアは抱えている。それは、メディアの報道が一部の恵まれた人た の目線で行われて ため、大多数の恵まれない人たちへの関心が公共的議論のなかで薄れてしまっているという
こ
と
で
あ
る。
こ
の
点
に
関
連
し
て、経済学者のジャン・ドレーズとアマルティア・センは、最近刊行された著書 次のように述べている（なお、この本の概要については、参考文献②・③を参照）
。　活力あふれるメディアと強固
な民主主義制度に支えられなが
ら、このようなおびただしい疑問と議論が交わされていることは、インドという国にとって大き
な
強
み
か
も
し
れ
な
い。
し
か
し、公共的議論が比較的恵まれている人たち―つまり、一部の特権階級はもちろんのこ 、社会の頂点に立っているわけではないが、富、教育、健康、芸術文化に触れる機会、社会的地位といった点で大部分のインド人よりもずっと恵まれた立場にいる人たち―の暮らしや関心事に大
き
く
偏
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら、このような強みが損なわれて
し
ま
っ
て
い
る。
そ
の
た
め、
まったく置き去りにされている恵まれない人たちに関しては、その暮らし向きど ろか生死にさえかかわるような問題であっても、ほとんど顧み れることが
な
い
の
で
あ
る。
（
参
考
文
献
④、ⅶページ）
　
そして、この点を例証するため
に、ドレーズとセンはいくつかの具体例を挙げている。まず、昨年の一二月にデリ で起こった集団強姦事件を取り上 、あれほど大きな抗議活動へと発展していったのは、インドの中間層にとって容易につながりを実感できる医学生
が被害者だったからではないかと論じている。そして、それとは対照的に、経済的にも社会的にも虐げられてきたダリト（不可触民）の女性は、同じような性暴力の被害に繰り返し遭っ きたにもかかわらず、有力メディアに取り上げられることもなけ ば、人々が表立って抗議の声を上げることもなかったと指摘するのである。　
さらに、同じく昨年の七月三〇
日と三一日にインドの国土の約半分を突然襲った大規模な停電については、被害を受けた地域に暮らす六億人のうち、約二億にものぼる貧し 人たちは始めから電気が来ていないような場所に住んでいた（つまり、大停電が起きようが起きまいが、そもそも電力の供給を受けていなかった）という事実がまったく論じられて ないと述べている。　
どちらも、一瞬ドキリとさせら
れる非常に鋭い指摘では いだろう
か。
そ
し
て、
ド
レ
ー
ズ
と
セ
ン
は、インドの公共的議論にみられる
大
き
な
偏
り
の
責
任
の
一
端
は
メ
ディアの報道姿勢にあるとかなり手厳しく批判している。実は、貧困対策をすべて無駄遣いで かのように伝え ことの多 インドのメディア（特に、経済紙にそ
ような傾向が強いように感じられる）のあり方というのも、その根は
同
じ
所
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
（
み
な
と
　
か
ず
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
在デリー海外派遣員）
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